
平成 28年 8月 30日に開催された実践的なカンファレンス指導の様子です。 
すまいるホーム今山／すまいるホーム青葉／すまいるホーム青葉・二番館の職員合同ですまいるホーム青
葉・二番館のご利用者様の事例（入浴拒否）に基づいて本格的なカンファレンスのご指導をして頂きまし
た！！ 
ご利用者様の言動や行動の理由を見つけ出しご利用者様が安心して生活が出来るようみんなで考えました
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ス タ ッ フ の 声 

 

●私が今回の研修において、強く感じたことは“ご本人がどう思っているか”ということを常に考えながら支
援しないといけないという事です。その場しのぎで問題を解決するのではなく、その問題に隠された核を
見つけていかなければいけないと思います。研修によってその事に気付けたのは本当によかったです。 

 
●今回の研修をうけて、今まで行ってきた、カンファレンスは甘いなと感じました。もっと勉強し、改善までつな

げるカンファレンスを行っていきたいと思いました。 
 
●どうして拒否をされているかなど、利用者様のことについて考えていく上で、様々な面から見て考えて情

報収集していくことの大事さを改めて知ることが出来ました。今後も、利用者様とより良いコミュニケーシ
ョンを図っていき利用者の方々、一人ひとり関わっていきたいと思います。 

 
●自分が当たり前にしている事でも、人によっては感じ方が違い、不快に思われることもあると思います。そ

の方にとって、嫌だと不快な事についてはしてはいけない事なので、利用者様の表情や口調など色んな点
を見て気づいてあげられるようになりたいです。 

 
●今までの人生・仕事や趣味・人間関係などを手掛かりにして、利用者様の納得のいく人生づくりに関わって

いきたいと思います。 
 


